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物価高を反映した当初予算物価高を反映した当初予算
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【大きく元気にな～れ】
モデル：匠の技術を次世代へ 成

なるおか

岡さんご一家



議　
案

◎
令
和
７
年
度
内
子
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算（
第
５
号
）

３
億
１
０
１
５
万
円

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や

事
業
者
に
対
す
る
支
援
事
業
、
物
価
高
騰

対
応
子
育
て
応
援
手
当
及
び
衆
議
院
選
挙

費
の
補
正
予
算

 

３
日 

　
町
長
招
集
挨
拶
及
び
施
政
方
針

議
案
提
案　

●
報
告
３
件

●
条
例
の
制
定
３
件

●
条
例
の
一
部
改
正
10
件

●
条
例
の
廃
止
４
件

●
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件

●
議
決
を
要
す
る
計
画
２
件

●
補
正
予
算
８
件

●
当
初
予
算
８
件

●
人
事
案
件
18
件

◎
内
子
町
監
査
委
員
の
選
任

●
内
子
町
内
子

　
山や
ま
さ
き崎　
公き

み
の
り紀
氏
を
任
命　
　

●
諮
問
１
件

議
決
19
件

広
報
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　

 

４
日 　
一
般
質
問（
５
議
員
）

 

６
日 　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

 

９
日
〜
11
日 予

算
決
算
常
任
委
員
会

 

19
日 　
各
委
員
長
か
ら
審
査
報
告

　
　
　
　
議
決（
36
件
）

2233 令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行

臨時会・定例会臨時会・定例会

「議会だより」では、議案などを抜粋して掲載します。

１月

３月

第153回臨時会が
１月26日に開催されました。

第154回定例会が３月3 日から18日までの
16日間の会期で 開催されました。

【議　案】

◆全会一致で受理・同意・可決された議案

報告、人事案件、諮問以外の議案は各委員会に付託され、審査及び採決後、最終日に議決されました。
委員会での審査内容は３〜９ページに掲載しています。

条例の制定
◎内子町職員の旅費に関する条例（総）３ページ
◎内子町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
◎内子町地域優良賃貸住宅管理条例（産）４ぺージ

条例の一部改正
◎内子町国民健康保険税条例の一部改正（総）３ページ　ほか３件
◎内子町営住宅条例の一部改正（産）４ページ　ほか５件

条例の廃止　
◎内子町営小田プール条例廃止（総）３ページ　ほか２件
◎内子町新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給基金条例廃止（産）

指定管理者の指定
◎内子町斎場の指定管理者の指定（総）３ページ

補正予算
◎令和７年度内子町一般会計補正予算（第６号）（予）５ページ　ほか補正予算　７件

当初予算
◎令和８年度内子町一般会計予算（予）６〜７ページ　ほか当初予算　７件

人事案件
◎内子町農業委員会委員の任命につき同意を求めること　17件
◎監査委員の選任

諮　問
◎人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること　

臨時会

定例会

省エネ家電製品買
換促進事業チラシ
とQRコード

付
託
先

（総）総務文教常任委員会
（産）産業建設厚生常任委員会
（予）予算決算常任委員会

全議案全議案
全会一致全会一致

可決可決

駐車場として活用されます

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会  

町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
制
定

　
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
制
定

 

町
長
等
特
別
職
と
一
般
職
と
の
宿

泊
費
の
基
準
額
の
違
い
の
根
拠
は
。

 

総
務
課

　
町
長
等
特
別
職
と
一
般
職
と
の
宿
泊

費
の
差
は
、
国
の
基
準
に
準
じ
た
も
の

で
あ
り
、
職
務
の
重
要
性
や
責
任
の
重

さ
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
慣
行
に
基
づ

き
設
定
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
内
子
町
国
民
健
康
保
険
運
営
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
税
率
改
正
を
行
う
も

の 

医
療
費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
一

方
、
介
護
分
の
税
率
が
上
が
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
介
護
保
険

分
に
つ
い
て
は
負
担
が
増
と
な
る
の
か
。

 

税
務
課

　
県
へ
の
納
付
金
に
基
づ
き
算
定
し
た

結
果
、介
護
保
険
分
は
微
増
と
な
る
が
、

医
療
費
分
の
減
額
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
税
全
体
と
し
て
は
引
き
下
げ
と
な

る
も
の
で
あ
る
。

内
子
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
「
内
子
町
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査

委
員
会
」
等
、
３
つ
の
委
員
会
等
を
設

置
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正

 

学
識
経
験
者
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
方
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

 

総
務
課

　
大
学
教
授
を
は
じ
め
、
弁
護
士
や
医

師
な
ど
の
高
度
な
専
門
的
知
識
を
有
す

る
方
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

内
子
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
林
野
火
災

注
意
報
及
び
林
野
火
災
警
報
の
運
用
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
火
入
れ
の

中
止
に
関
す
る
事
項
を
見
直
す
た
め

 

改
正
内
容
に
つ
い
て
、
住
民
へ
の

周
知
方
法
は
。

 

総
務
課

　
町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
て
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
林

野
火
災
注
意
報
な
ど
の
関
連
制
度
に
つ

い
て
も
併
せ
て
発
信
し
、
町
民
へ
の
注

意
喚
起
を
図
っ
て
い
く
。

内
子
町
営
小
田
プ
ー
ル
条
例
の
廃
止

　
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
内
子
町
営

小
田
プ
ー
ル
を
閉
鎖
す
る
た
め

 

廃
止
後
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、

更
地
に
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
地
域
に

お
け
る
活
用
要
望
が
あ
る
の
か
。

 

自
治
・
学
習
課

　
自
治
会
等
と
協
議
を
行
い
、
地
域
の

意
向
を
踏
ま
え
た
活
用
を
検
討
す
る
。

内
子
町
斎
場
の
指
定
管
理
者
の
指
定　

 

事
業
の
安
定
的
な
継
続
に
向
け
、

指
定
管
理
料
の
算
定
は
。

 

住
民
課

　
令
和
７
年
度
よ
り
指
定
管
理
料
の
引

き
上
げ
を
行
い
、
運
営
基
盤
の
安
定
を

図
っ
て
い
る
。

施
設
の
解
体
撤
去
に
伴
う
内
子
町
小
田

体
育
館
条
例
の
廃
止

 

今
後
の
跡
地
利
用
に
お
い
て
、学
校

側
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
町
の
方
針
は
。

 

自
治
・
学
習
課

　
解
体
前
と
同
様
、
引
き
続
き
小
田
分

校
の
先
生
方
の
駐
車
場
と
し
て
有
効
活

用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

 

基
準
が
満
た
さ
れ
ず
辺
地
計
画
か

ら
外
さ
れ
た
場
合
、
事
業
の
実
施
は
ど

う
な
る
の
か
。

 

総
務
課

　

計
画
の
対
象
外
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
事
業
を
断
念
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
他
の
財
源
の
確
保
に
努
め
、

事
業
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

　
　
委
員
会
で
の
採
決
は
、

可決可決



　

２
月
18
日
、
改
修
工
事
中
で
あ
る

「
内
子
座
」、「
旧
森
家
」の
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
っ

た
。

内
子
座

　
県
内
で
初
め
て
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
に
指
定
さ
れ
た
八
日
市
・

護
国
地
区
と
と
も
に
内
子
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
思
い
浮
か
べ
る
の
が
、
国

の
重
要
文
化
財
の
芝
居
小
屋「
内
子

座
」。

　
現
在「
内
子
座
」は
、
令
和
６
年
９

月
か
ら
休
館
し
、
大
規
模
保
存
修
理

工
事
の
最
中
で
あ
る
。

　
足
場
に
囲
ま
れ
た「
内
子
座
」
は
、

屋
根
瓦
が
す
べ
て
取
り
除
か
れ
部
材

が
む
き
出
し
に
な
り
、
往
時
の
面
影

を
感
じ
な
い
姿
と
な
っ
て
い
た
。

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
研
修
報
告

4455 令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

内
子
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
管
理
条
例

（
小
田
地
区　
町
村
団
地
）

　
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
の
見
直
し

に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟

な
運
用
が
可
能
と
な
る
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
う
条

例
制
定

 

改
正
に
よ
る
入
居
に
係
る
所
得
制

限
の
変
更
点
は
。

 

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

　
入
居
基
準
を
従
来
の「
中
堅
所
得
者

向
け
」か
ら「
町
営
住
宅
と
同
等
」へ
と

緩
和
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
低
所
得
世

帯
の
入
居
を
可
能
と
し
、
空
き
室
の
有

効
活
用
と
居
住
の
安
定
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

　
岡
団
地
４
号
の
除
却
に
伴
う
内
子
町
営

住
宅
条
例
の
一
部
改
正

 

岡
団
地
を
は
じ
め
、
町
内
全
域
に

お
け
る
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
の
建
て

替
え
等
の
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

 

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

　「
内
子
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
今
後
の
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
つ
つ
、
必
要
に

応
じ
て
建
て
替
え
や
用
途
廃
止
な
ど
を

順
次
進
め
て
い
く
。

内
子
町
文
化
交
流
ヴ
ィ
ラ「
高
橋
邸
」の

施
設
運
営
に
関
す
る
必
要
経
費
の
増
加

に
伴
う
、
施
設
利
用
料
等
の
条
例
一
部

改
正 

現
在
の
収
支
状
況
と
、
今
回
の
料

金
改
定
に
よ
る
経
営
改
善
の
効
果
は
。

 

町
並
・
地
域
振
興
課

　

令
和
６
年
度
収
支
は
、
売
上
約

１
６
１
万
円
に
対
し
支
出
約
３
８
６
万

円
と
不
足
が
生
じ
て
い
る
。
本
改
正
に

よ
る
増
収
分
は
人
件
費
の
一
部
に
充
当

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
宿
泊
利
用

者
の
増
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
収
支
の
健
全
化
に
努
め
る
も
の
で

あ
る
。

可決可決
今後の利用客増加に期待

　
重
要
文
化
財
の
た
め
、
使
え
る
部

材
を
残
し
、
修
繕
を
擁
す
る
部
材
の

み
補
強
し
て
い
く
根
気
の
い
る
作
業

が
進
行
中
。
次
世
代
に
記
録
を
残
す

こ
と
も
大
切
な
仕
事
に
な
っ
て
い

る
。

　
旧
森
家　

　
「
旧
森
家
」敷
地
内
に
は
母
屋
や
土

蔵
７
棟
が
残
っ
て
お
り
、
も
っ
と
も

古
い
建
物
は
二
百
年
以
上
前
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。「
内
子
座
」同
様
、
土
地

の
文
化
や
風
土
を
感
じ
る
貴
重
な
建

物
で
あ
る
。

　
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物
一
号
と

し
て
、
内
子
の
新
た
な
宝
と
し
て
改

修
工
事
が
現
在
行
わ
れ
て
お
り
、
現

在
２
期
工
事
の
最
中
で
あ
る
。

　　
「
内
子
座
」「
旧
森
家
」と
も
に
町
民

を
中
心
と
し
た
集
い
の
場
と
し
て
工

事
完
了
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
　
委
員
会
で
の
採
決
は
、

２期工事のようす。完成が楽しみです

瓦や壁を取り除いた状態の内子座

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
補
正
予
算
）

（
補
正
予
算
）

◎
令
和
７
年
度
内
子
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

収　
入

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
万
円
増

 

前
年
度
と
比
較
し
て
個
人
町
民
税

が
大
き
く
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

 

税
務
課

　
主
な
要
因
は
、
前
年
度
に
実
施
さ
れ

た「
定
額
減
税
」の
影
響
が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
年
度
は

そ
の
影
響
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
給
与

所
得
の
増
加
な
ど
の
要
因
が
重
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

資
料
館
上
芳
我
邸
入
館
料

　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
３
万
円
増

　

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
が
理
由
と
の

こ
と
だ
が
、
来
館
者
数
と
内
訳
は
。

 

町
並
・
地
域
振
興
課

　
令
和
８
年
２
月
末
時
点
で
の
来
館
者

数
は
約
４
万
３
０
０
０
人
で
あ
り
、
う

ち
外
国
人
が
３
万
６
３
０
０
人
と
、
全

体
の
約
８
割
を
占
め
て
い
る
。

支　
出

有
害
鳥
獣
対
策
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
６
９
万
円
減

 

大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
る
主
な

要
因
は
何
か
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
減

少
と
豚
熱
の
発
生
と
の
関
連
は
あ
る
の

か
。 

農
林
振
興
課

　
捕
獲
数
が
昨
年
度
よ
り
も
６
割
以
上

減
少
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

減
少
の
背
景
に
は
、
山
の
餌
が
豊
富
で

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
町
内
で
も
確
認

さ
れ
た
豚
熱
に
よ
る
個
体
数
の
減
少
が

少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

　
　
　
　
　
　
　
９
０
９
万
円
減

 

設
置
実
績
が
計
画
の
　
基
に
対
し

18
基
と
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
が
、
こ

の
要
因
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

 

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

　
町
内
に
は
約
２
４
０
０
戸
の
汲
み
取

り
世
帯
が
残
っ
て
い
る
が
、
合
併
浄
化

槽
へ
の
転
換
は
、
水
回
り
の
改
修
等

に
伴
う
自
己
負
担
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
設
置
が
進
み
に
く
い
状
況
に
あ

る
。

◎
令
和
７
年
度
内
子
町

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算（
第
２
号
）　

県
国
保
連
合
会
負
担
金　
　
61
万
円
減

 
国
保
連
合
会
の
入
札
に
よ
る
も
の

と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

 

住
民
課

　
県
内　
市
町
で
共
同
利
用
し
て
い
る

事
業
報
告
シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
費
負
担

金
に
つ
い
て
、
実
施
し
た
入
札
の
結
果

減
額
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

◎
令
和
７
年
度
内
子
町

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別　
　

　
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
３
万
円
減

 

特
別
徴
収
分
が
減
額
さ
れ
る
一

方
、
普
通
徴
収
分
は
増
額
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
は
。

 

住
民
課

　
特
別
徴
収
の
減
額
は
、
年
度
途
中
の

転
出
や
死
亡
の
事
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
減
額
調
整
し
た
こ
と
に
よ
る
。一
方
、

普
通
徴
収
の
増
額
は
、
新
た
に
75
歳
に

到
達
さ
れ
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
の
加

入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。　

　
　
委
員
会
で
の
採
決
は
、

可決可決

インバウンドによる来館者数が増加中の上芳我邸

改修費用の負担が大きい合併浄化槽

40

20
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内
子
高
等
学
校
本
校
魅
力
化
お
よ
び
公

営
塾
支
援
事
業　
　
　
１
１
３
７
万
円

 

内
子
高
等
学
校
の
志
望
者
数
が
定

員
81
人
を
下
回
り
、
あ
と
１
年
で
募
集

停
止
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。「
公
営

塾
」
の
開
設
は
、
現
状
を
打
開
す
る
実

効
性
の
あ
る
も
の
な
の
か
。

 

自
治
・
学
習
課

　
現
在
の
厳
し
い
募
集
状
況
は
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。
本
事
業
は
、
単
な
る

学
力
補
完
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た「
探
求
学
習
」を
推
進
し
、

学
力
と
進
路
の
保
障
を
目
指
す
も
の
。

高
校
と
一
丸
と
な
っ
て「
地
元
に
選
ば

れ
る
魅
力
あ
る
学
校
」
の
再
生
に
努
め

て
い
く
。

学
校
再
編
計
画

 

教
育
懇
談
会
の
答
申
内
容
が
決
定

事
項
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
保
護

者
も
多
い
。
今
後
、
町
と
し
て
方
針
を

決
定
し
た
際
、
関
係
者
へ
の
説
明
や
公

表
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

 

学
校
教
育
課

　
４
月
に
再
編
計
画
を
策
定
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
を
行
う
。
ま
た
、

関
係
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
対
し
、
教
育

委
員
会
が
直
接
出
向
き
、
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
理
解
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
誠

実
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

◎
令
和
８
年
度
内
子
町

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

 

条
例
改
正
に
よ
り
保
険
税
率
の
引

き
下
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
伴
い
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も
減

額
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

税
務
課

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
税
収
で
賄
う

べ
き
必
要
額
を
算
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
一
方
、保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
は
、

低
所
得
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
な
ど
、
制

度
上
の
要
件
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
保
険
税
の
増
減
と
は
直
接

連
動
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

◎
令
和
８
年
度

　
内
子
高
等
学
校
小
田
分
校
寄
宿
舎

　
特
別
会
計
予
算　

　
県
外
生
帰
省
時
旅
費
補
助　
85
万
円

 

補
助
額
の
算
定
基
準
と
支
給
運
用

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

小
田
支
所

　
帰
省
の
際
の
往
路
分
を
基
本
と
し
て

実
費
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
給
に

あ
た
っ
て
は
、
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、

個
々
の
事
情
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
な

ど
、
適
切
か
つ
弾
力
的
な
運
用
に
努
め

て
い
る
。

◎
令
和
８
年
度　

　
内
子
町
水
道
事
業
会
計
予
算

 

漏
水
の
早
期
発
見
は
住
民
に
と
っ

て
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
有

収
率
の
現
状
と
、漏
水
調
査
の
現
状
は
。

　

 

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

　

有
収
率
は
、
80
．２
％
と
全
国
の
類

似
団
体
の
平
均
約
77
％
を
上
回
る
状
況

に
あ
る
。
漏
水
調
査
に
つ
い
て
は
、
夜

間
の
流
量
調
査
等
に
よ
り
年
間
約
40
件

の
漏
水
を
発
見
・
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い

く
。

◎
令
和
８
年
度　

　
内
子
町
下
水
道
事
業
会
計
予
算

 

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
改
築
更
新
及
び

耐
震
工
事
期
間
中
、
機
器
の
故
障
や
停

電
が
発
生
し
た
場
合
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
は
万
全
か
。

 

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

　
工
事
計
画
は
、
過
去
の
運
用
実
績
を

分
析
し
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
停
電

時
に
も
24
時
間
稼
働
可
能
な
自
家
発
電

設
備
を
完
備
し
て
お
り
、
不
測
の
事
態

に
も
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
安
全

対
策
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

　
　
委
員
会
で
の
採
決
は
、

可決可決

精一杯魅力を発信していきます

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
当
初
予
算
）

（
当
初
予
算
）

◎
令
和
８
年
度

　
内
子
町
一
般
会
計
予
算

期
日
前
投
票
所
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
業
務
委
託　
　
　
　
　
１
５
３
万
円

 

商
業
施
設
へ
の
期
日
前
投
票
所
を

新
設
す
る
計
画
と
の
こ
と
だ
が
、
既
存

投
票
所
と
の
距
離
的
関
係
な
ど
、
費
用

対
効
果
の
検
討
は
行
っ
た
の
か
。

 

総
務
課

　
買
い
物
つ
い
で
に
投
票
で
き
る
利
便

性
の
向
上
は
、
新
た
な
投
票
者
層
の
掘

り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
実

施
後
は
、
利
用
状
況
や
投
票
率
を
精
査

し
、
そ
の
効
果
を
分
析
し
て
い
く
。

霊
柩
車
使
用
補
助

 

補
助
の
大
幅
減
額
の
理
由
は
。

 

住
民
課

　
合
併
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、
町

内
の
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
定
着

し
た
た
め
、
町
内
移
動
に
対
す
る
補
助

は
本
年
度
で
廃
止
す
る
。
今
後
は
、
火

葬
場
の
修
繕
等
に
よ
り
町
外
の
施
設
利

用
の
差
額
分
の
み
を
予
算
計
上
し
た
も

の
で
あ
る
。

神
南
山
分
収
林
契
約
解
除
に
伴
う
立
木

補
償　
　
　
　
　
　
　
１
５
７
１
万
円

 
な
ぜ
今
、
町
が
立
ち
木
の
買
取
り

を
行
い
、
管
理
を
す
る
の
か
。

 

農
林
振
興
課

　
所
有
者
の
世
代
交
代
が
進
み
、
管
理

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
森
林
の
放
置

は
災
害
の
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
た
め
、

町
が
責
任
を
も
っ
て
立
ち
木
を
買
い
取

り
、
間
伐
や
植
林
を
計
画
的
に
行
う
こ

と
で
、
地
域
の
安
全
と
森
林
保
全
を
図

る
。

公
共
空
間
で
の
樹
木
の
管
理

 

龍
王
公
園
に
お
け
る
桜
の
老
朽
化

に
よ
る
倒
木
リ
ス
ク
や
、
街
路
樹
の
根

の
盛
り
上
が
り
に
よ
る
歩
行
者
の
転
倒

の
危
険
性
な
ど
、安
全
管
理
の
対
応
は
。

 

建
設
デ
ザ
イ
ン
課

　
龍
王
公
園
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
安

全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
専
門
業
者
の

診
断
に
基
づ
き
、
危
険
性
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
伐
採
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

街
路
樹
に
つ
い
て
も
、
景
観
保
全
と
安

全
確
保
を
両
立
で
き
る
よ
う
計
画
的
な

管
理
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

買い物のついでに「期日前投票」を

景観にも配慮しながら計画的な伐採を

音
おんちょうぼう

調棒を使った漏水調査のようす
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令和８年度　予算成立令和８年度　予算成立

111億
5000万円

￥

￥

￥

一般会計

主な事業

特別会計予算

公営企業会計予算

　令和８年度当初予算は、 第３期内子町総合計画において内子町の「誇り」である「町並み、村並、山並みが美し
く、持続的に発展するまち」を目指す将来像として掲げ、商工業・観光づくり、教育への支援、農林業づくり、防災・
安全安心づくり、魅力ある風景や生活の基盤整備を主要施策として予算化されている。

小田深山渓谷施設水道整備工事… ………3599万円
第２リフト支えい索等交換工事… ………1288万円
スキー場駐車場進入路舗装工事… ……… 292万円

旧森家米蔵内装工事…………………………… 833万円
紅葉ヶ滝公園遊歩道整備工事… ………… 154万円

特別会計区分 令和８年度 前年度比較
国 民 健 康 保 険 事 業  17億5779万円 ▲625万円
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 事 業 ３億4439万円 4206万円
介 護 保 険 事 業 28億5411万円 ▲856万円
介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 1529万円 115万円
内 子 高 等 学 校 小 田 分 校 寄 宿 舎 4532万円 ▲109万円

合　　　　計 50億1692万円 2731万円

水道事業会計 令和８年度 前年度比較

収益的収支
収　入 4億4604万円 546万円
支　出 4億3084万円 391万円

資本的収支
収　入 3億1405万円 1798万円
支　出 4億6321万円 8251万円

下水道事業会計 令和８年度 前年度比較

収益的収支
収　入 2億8182万円 ▲1284万円
支　出 2億8182万円 ▲1284万円

資本的収支
収　入 2億2956万円 ▲1億６万円
支　出 2億8399万円 ▲8629万円

￥

￥

￥

￥

￥

※表の合計金額については、端数処理を行っているため、一致しない場合があります。

可決可決

可決可決

可決可決

+11億2000万円
対前年度比

11.2％
増

商工業・観光づくり
小田深山エリアの拠点整備

観光拠点の機能強化

小田深山渓谷水道施設の水源地

教育環境の充実
体育館空調実施設計委託⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 910万円
修学旅行費補助（小・中・高校生）⋯⋯⋯⋯ 1790万円
学校施設LED化設計委託⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 1518万円
旧幼稚園改修設計委託⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯  324万円

景観・歴史的風致の維持向上
内子座保存修理監理委託・工事⋯⋯ ２億6249万円

愛着のある地域を目指して
チョイソコうちこ・共助型ライドシェア委託

　⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 1660万円
東沖自治会館新築工事監理委託⋯⋯⋯⋯⋯  330万円          
東沖自治会館新築工事 ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯１億3217万円
東沖自治会館解体工事設計委託⋯⋯⋯⋯  2827万円
柿原団地第１期新築工事設計委託⋯⋯⋯ 1039万円

持続可能な消防施設の管理
五城分団第２部消防詰所新築工事⋯⋯⋯ 2500万円
五十崎分団第１部消防詰所設計委託⋯⋯⋯ 179万円
災害医療等備蓄品の購入⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 456万円

災害に対する自助の備え
木造住宅耐震改修事業委託・補助⋯⋯⋯⋯ 2148万円

￥
￥
￥
￥

￥

￥

￥
￥
￥
￥

￥
￥
￥

￥

教育への支援

魅力ある風景や生活の基盤整備

防災・安全安心づくり

農家の支援
農業機械施設整備事業補助⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 1725万円  ￥

農林業づくり

体育館の暑さ対策の早期対応を

機械化で作業効率ＵＰ

木造住宅耐震改修工事

東沖自治会館の完成予想パース
窓を設け、自然光を取り込む工夫も



内子町議会
インターネット配信

内子町ホームページ
「議会事務局」

 

大
相
続
時
代
の
空
き
家
対
策
と
移
住
定
住
の
推
進

　
あ
と
数
年
で
２
０
３
０
年
を
迎
え
る
。

こ
の
年
は
、
国
内
人
口
の
３
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
と
な
り
、
相
続
時
代
の
本

格
的
な
到
来
を
意
味
す
る
。
個
人
の
資

産
を
地
域
の
負
債
に
し
な
い
た
め
の
対

応
に
つ
い
て
の
質
問

【
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
】　
　 

　
　   

 

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い

る
物
件
は
20
戸
程
度
の
た
め
、
増
や
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の

成
約
件
数
な
ど
の
実
績
と
、
現
在
、
登

録
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
要
因
は
。

 

平
成 
年
度
か
ら
取
り
組
み
を
始

め
、
現
在
、
50
件
の
契
約
が
整
っ
て
い

る
状
況
。
社
会
的
な
認
知
も
あ
り
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
登
録
件
数

が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
認
識
。
物
件

所
有
者
に
対
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
周
知
不
足
が
一
番
の
原
因
。

酒
さかい

井　勝
かつや

也　議員

　

今
後
は
制
度
の
周
知
と
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
し
た
い
物
件
所
有
者
が
家

財
処
分
等
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費
用

を
支
援
す
る
。
空
き
家
有
効
活
用
促
進

補
助
制
度
の
紹
介
を
並
行
し
て
行
い
、

登
録
物
件
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
。

 

不
動
産
業
者
に
よ
る
価
格
査
定
の

費
用
や
司
法
書
士
へ
の
手
数
料
を
一
部

助
成
す
る
制
度
な
ど
連
携
を
強
化
す
べ

き
。
専
門
家
の
力
を
借
り
る
仕
組
み
を

作
る
べ
き
で
は
。

 

不
動
産
業
者
等
へ
の
手
数
料
の
一
部

助
成
の
件
に
つ
い
て
支
援
に
よ
り
受
益
者

の
費
用
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
は
で
き
る

が
現
在
、
不
動
産
業
者
や
司
法
書
士
へ
支

払
う
手
数
料
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
登
録
や
契

約
が
進
ま
な
い
と
い
っ
た
相
談
は
受
け
て

い
な
い
。
不
動
産
事
業
者
等
へ
支
払
う
手

数
料
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

【
固
定
資
産
納
税
通
知
書
の
利
用
】  

　    

 

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
利
用

し
チ
ラ
シ
等
を
同
封
す
る
こ
と
で
登
録

に
寄
与
す
る
の
で
は
。

 

令
和
８
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
紹

介
し
た
チ
ラ
シ
を
同
封
し
、
制
度
の
周

知
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
予
定
し
て

い
る
。

　

所
有
者
や
そ
の
ご
家
族
が
将
来
的
な

空
き
家
の
活
用
等
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
】　 

 

町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
へ
の

サ
ポ
ー
ト
も
不
可
欠
で
あ
る
。「
住
ま
い

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」の
活
用
を
提

案
す
る
。

 

す
で
に
一
部
の
団
体
の
中
で
活
用

の
紹
介
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
福
祉
分

野
と
さ
ら
に
連
携
し
、
高
齢
者
サ
ロ
ン

な
ど
、
機
会
を
と
ら
え
て
紹
介
を
行
う

な
ど
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
専
門
部
署
】　
　   

 

移
住
や
相
続
で
悩
む
方
に
と
っ
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
乗
れ
る「
移
住

促
進
・
空
き
家
対
策
課
」の
よ
う
な
専
門

部
署
を
立
ち
上
げ
、
情
報
の
集
約
と
発

信
を
一
元
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

平
成　
年
に
総
務
課
政
策
調
整
班

に
定
住
促
進
係
を
設
置
。
相
談
者
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
情
報
を
持
つ
専
門
部

署
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、
問
題
な
く
連
携
し
、

業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
職
員
同

士
の
顔
の
見
え
る
連
携
、
そ
し
て
、
協

力
体
制
が
内
子
町
に
は
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
強
み
を
生
か
し
、
最
初
に
相
談
者
が

ど
の
部
署
で
相
談
し
て
も
、
連
携
が
と

れ
る
体
制
が
す
で
に
整
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら
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【
質
問
通
告
書
内
容
】

酒さ
か
い井

　
勝か

つ
や也

　
議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

11
ペ
ー
ジ

◎
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
と
今
後
の
登
録
促
進
方
法　

◎
町
外
在
住
者
の
不
動
産
所
有
へ
の
意
思
確
認
の
呼
び
か
け
の
推
進　
◎
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
る
相
談
窓
口
の
創
設

松ま
つ
だ田

　
　
修お

さ
む

　
議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

12
ペ
ー
ジ

◎
内
子
町
の
政
策
立
案
の
プ
ロ
セ
ス　
◎
町
内
の
廃
屋
と
管
理
さ
れ
な
い
空
き
地

◎
神
社
な
ど
の
文
化
財
の
維
持
管
理
と
町
の
観
光
資
源
と
し
て
の
利
用

西に
し
ぐ
ち口

　
邦く

に
ひ
こ彦

　
議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

13
ペ
ー
ジ

◎
小
中
学
校
統
廃
合　
◎
森
林
環
境
譲
与
税　
◎
中
山
間
直
接
支
払
制
度

城き
ど戸

　
　
司ま

も
る

　
議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

14
ペ
ー
ジ

◎
ふ
る
さ
と
納
税　
◎
防
災

向む
か
い井

　
一ひ

と
み富

　
議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

15
ペ
ー
ジ

◎
職
員
採
用　
◎
障
が
い
の
あ
る
子
の
親
亡
き
後
の
支
援　
◎
交
通
弱
者
の
移
動
手
段　
◎
内
子
町
の
未
来

　当記事では「一般質問」の質疑内容について、誌面スペースの都合上一部抜粋となっています。各議員
の質問項目については《質問通告書の内容》のとおりです。
　議会での質問並びに答弁の全文を知りたい方は、下記内子町ホームページ「内子町議会」〔会議録〕もし
くは「インターネット配信」にて録画映像配信を行っておりますのでこのページをご覧ください。
※会議録のホームページ掲載は「議会だより　うちこ」発行から約２ヶ月後となります。ご了承ください。

https://www.town.uchiko.ehime.jp/soshiki/16/

議員有志による凧あげ議員有志による凧あげ
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町
政
の
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス
を
問
う

 

小
中
学
校
存
続
で
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
！

【
町
政
の
政
策
立
案
】　
　 

　
　
　
　   

 

町
政
の
政
策
立
案
は
、
各
課
か
ら
上

げ
ら
れ
た
も
の
を
積
み
上
げ
て
作
成
さ

れ
る
も
の
と
思
う
が
、
町
政
の
政
策
立

案
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。 

担
当
課
に
お
い
て
、
住
民
の
皆
様
の

声
や
各
種
デ
ー
タ
、
職
員
の
ア
イ
デ
ア

等
を
元
に
課
題
を
把
握
し
、
現
状
を
分

析
す
る
。
住
民
の
皆
様
の
声
を
拾
う
方

法
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
方
法
を
用
い
て
い

る
。

　

分
析
し
た
現
状
や
課
題
に
基
づ
き
政

策
の
方
向
性
を
目
標
と
し
て
設
定
、
そ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
他
の
市
町

の
成
功
事
例
や
専
門
家
の
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
担
当
課
の
中
で
政
策
を
組
み

立
て
る
。

　

そ
の
後
、
理
事
者
と
課
長
等
で
構
成

【
小
中
学
校
の
統
廃
合
】　
　 

　
　
　
　   

 

小
中
学
校
統
廃
合
答
申
の
懇
談
会
に

お
け
る
意
見
等
に
つ
い
て
伺
う
。

 

会
議
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
や
校

舎
等
施
設
の
現
状
、
小
規
模
校
や
大
規

模
校
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

に
よ
る
検
討
。
小
中
学
校
の
再
編
基
準
や

統
合
案
に
お
い
て
、「
子
ど
も
に
と
っ
て

ど
う
か
」と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
適
正

規
模
、
適
正
配
置
に
向
け
た
意
見
を
か
わ

し
、
当
事
者
で
あ
る
保
護
者
の
意
見
を
最

優
先
に
考
え
方
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど

意
見
の
集
約
を
さ
れ
て
い
る
。

 

過
疎
地
域
活
性
化
の
た
め
に
学
校
存

続
は
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
地
域
及
び
保

護
者
の
意
見
を
聞
く
機
会
は
。

 

当
事
者
で
あ
る
保
護
者
の
意
見
を
最 松

まつだ
田　　修

おさむ
　議員西

にしぐち
口　邦

くにひこ
彦　議員

す
る
政
策
会
議
に
諮
る
。
政
策
内
容
に

よ
っ
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
し
、
そ
の
意
見
を
も
と
に
最
終
的
な

調
整
を
行
い
、
議
会
へ
当
該
予
算
と
と

も
に
事
業
説
明
を
行
う
と
い
う
流
れ
で

あ
る
。

 

町
の
体
制
に
、
各
課
に
跨
る
重
要
な

政
策
を
調
整
し
て
、
各
課
の
統
一
を
図

る
町
長
直
轄
の
機
関
は
な
い
の
か
。

 
町
長
直
轄
の
機
関
と
い
う
も
の
は

な
い
が
、
基
本
的
に
新
し
い
政
策
を
町
の

施
策
と
し
て
実
行
す
る
場
合
に
は
、
政
策

会
議
に
か
け
る
ル
ー
ル
と
し
て
い
る
。

 【
観
光
地
に
お
け
る
景
観
】　
　
　
　
　    

 

旧
内
子
町
内
は
、
観
光
客
が
多
い
地

区
だ
が
、
廃
屋
や
管
理
不
十
分
な
空
き

地
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
景
観
や
防

災
面
で
の
不
安
の
声
を
聞
く
。

　

特
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
八
日

市
地
区
に
は
、
今
に
も
崩
れ
そ
う
な
廃

屋
に
つ
い
て
、
景
観
は
も
と
よ
り
、
防

災
や
安
全
性
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
管
理
が
十
分
で
な
い
空
き
地

に
つ
い
て
は
、
雑
草
や
花
木
が
景
観
を

著
し
く
悪
く
し
て
い
る
。

優
先
に
考
え
、
対
象
と
な
る
小
中
学
校

へ
出
向
き
、
多
く
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

地
域
の
意
見
を
聞
く
機
会
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
か
ら
、
地
域
住
民
を
交
え
た
説

明
会
の
開
催
や
地
元
自
治
会
な
ど
に
よ

り
開
催
の
要
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
住

民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
開
催
す
る
。

【
森
林
環
境
譲
与
税
】　  

　
　
　
　
　  

 

森
林
環
境
譲
与
税
は
内
子
町
に
お

い
て
、
累
計
１
億
円
以
上
を
配
分
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
配
分
さ
れ
使
用
さ
れ

た
の
か
。

 

森
林
環
境
譲
与
税
額
は
令
和
元
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
３
億
５
７
２
６

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
林
整
備
事

業
、
里
山
整
備
、
林
道
の
路
面
整
備
・

維
持
管
理
に
充
当
し
て
い
る
。
森
林
環

境
譲
与
税
の
趣
旨
に
沿
い
、
豊
か
な
森

林
を
守
り
、
次
世
代
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
て
い
く
。

 

人
工
林
面
積
は
、
約
１
万
２
０
０
０

ha
あ
る
が
、
年
間
５
０
０
ha
位
の
間
伐

で
は
20
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
が
、

人
材
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

空
き
家
に
対
し
、
所
有
者
等
か
ら
の

相
談
体
制
を
整
備
し
て
情
報
共
有
や
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
危
険
な
老
朽
空

き
家
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
所
有
者

が
自
ら
の
意
思
で
必
要
な
措
置
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
、
改
善
に
向
け
た
情
報
提

供
や
助
言
に
努
め
て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
平
成
28

年
に
内
子
町
老
朽
空
き
家
等
除
却
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
を
施
行
し
、
居
住
環

境
の
改
善
と
災
害
防
止
を
目
的
と
し
て
、

所
定
の
条
件
を
満
た
す
空
き
家
の
除
却

費
用
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
人
所
有
の
管
理
不
全
の
空

き
地
に
係
る
蜂
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い

て
は
、
町
内
の
駆
除
業
者
の
紹
介
等
に

よ
り
対
応
し
て
お
り
、
町
に
よ
る
助
成

等
の
対
応
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、

今
後
は
適
切
な
管
理
の
重
要
性
や
放
置

に
よ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
広
報
活
動
等

の
情
報
発
信
を
行
い
、
普
及
啓
発
を
強

化
す
る
。

【
文
化
財
の
管
理
対
応
】        

　
　
　                   

 
神
社
な
ど
の
文
化
財
を
観
光
資
源

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
地
域
が
苦
慮

す
る
維
持
管
理
の
手
助
け
が
で
き
な
い

か
。 

間
伐
実
績
は
令
和
６
年
度
で
３
５
０

ha
と
な
っ
て
い
る
。
認
定
事
業
体
に
お
け

る
従
事
者
は
39
名
と
減
少
し
て
お
り
、
自

伐
林
家
へ
の
機
械
導
入
支
援
な
ど
、
裾
野

を
広
げ
る
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
担
い
手
不
足
を
解
消
で
き
る
状
況

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
間
伐
の
大
幅
な
加

速
に
は
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
が
残

り
、
広
域
的
な
人
材
確
保
、
事
業
体
の
育

成
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

  【
中
山
間
直
接
支
払
制
度
】  

　
　
　
　  

 

本
制
度
の
対
象
と
な
り
得
る
面
積
と

実
施
面
積
は
。

 

現
在
、
内
子
町
で
指
定
し
て
い
る
文

化
財
は
合
計
95
件
で
、
そ
の
う
ち
神
社

や
お
堂
な
ど
の
建
造
物
に
つ
い
て
は
11

件
で
、
い
ず
れ
も
、
歴
史
的
、
文
化
的

価
値
を
持
つ
町
の
財
産
で
あ
り
、
管
理

ま
た
は
修
理
に
要
す
る
所
有
者
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う
、
内
子
町
指
定
文
化

財
等
保
存
継
承
補
助
金
交
付
要
綱
を
設

け
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
新
た
な
補
助
制
度
を

新
設
す
る
計
画
は
な
い
が
、
引
き
続
き
、

未
指
定
、
未
だ
町
指
定
の
文
化
財
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
含
め
て
、

随
時
、
文
化
財
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
く
。

 
農
振
農
用
地
の
面
積
は
２
６
４
６

ha
あ
り
、
協
定
面
積
約
４
６
７
ha
で
あ

る
。 

水す
い
で
ん
け
い
は
ん

田
畦
畔
草
刈
を
地
元
住
民
ら
に
委

託
し
、
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
出
す
事

例
が
あ
る
が
、
補
助
制
度
は
。

 

耕
地
の
法
面
等
の
草
刈
は
制
度
上
、

農
業
生
産
活
動
と
一
体
に
行
わ
れ
る
農

地
等
の
維
持
保
全
管
理
と
位
置
付
け
て

お
り
、
交
付
金
の
対
象
と
な
る
。

 

放
置
さ
れ
た
田
畑
が
多
く
、
草
・
雑

木
が
生
い
茂
り
通
行
を
妨
げ
て
い
る
場

所
に
対
す
る
対
策
方
法
は
。　
　

 

基
本
的
に
は
、
土
地
所
有
者
、
ま
た

は
耕
作
者
が
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が

大
原
則
で
あ
る
。
農
地
は
私
有
財
産
で
あ

り
、町
独
自
の
対
策
は
考
え
て
い
な
い
が
、

通
行
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
支
障
が

著
し
い
場
合
に
は
、
土
地
所
有
者
へ
の
働

き
か
け
等
必
要
な
対
策
に
努
め
、
制
度
の

取
組
を
活
用
し
な
が
ら
農
地
の
適
切
な

維
持
管
理
や
荒
廃
防
止
活
動
に
努
め
て

い
く
。

補助事業により間伐された森林

地域文化財　人口減少で保存が難しくなっている

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら
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常
日
頃
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り
、
人
の
つ
な
が
り
が
大
切

 

町
民
の
移
動
手
段
を
よ
り
便
利
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

【
ふ
る
さ
と
納
税
で
地
域
再
開
発
】                      

 

令
和
７
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
。

 

令
和
７
年
の
実
績
は
、
１
１
１
２

件
、
２
９
５
７
万
１
０
０
０
円
で
、
前

年
比
は
寄
付
件
数
が
１
４
７
件
の
増
、

寄
付
額
が
３
２
１
万
３
５
６
８
円
の
増
。

 

令
和
７
年
の
実
績
を
ど
う
分
析
し
、

令
和
８
年
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

 

令
和
８
年
度
よ
り
、
新
た
な
体
制

で
町
内
に
潜
在
す
る
返
礼
品
の
開
発
促

進
、
購
入
意
欲
を
刺
激
す
る
サ
イ
ト
内

で
の
見
せ
方
の
強
化
な
ど
、
中
間
事
業

者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
生
か

し
、
商
品
力
、
集
客
力
、
販
売
力
を
高
め
、

寄
附
額
の
増
加
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

【
職
員
採
用
状
況
は
】     

　         

　        

 

現
時
点
で
の
雇
用
形
態
別
の
任
期

と
人
数
を
問
う
。

 

正
職
員
は
、一
般
行
政
職
、専
門
職
、

技
能
労
務
職
の
３
つ
の
区
分
、
一
般
行

政
職
は
、
政
策
の
企
画
立
案
、
行
政
手

続
き
の
運
営
、
窓
口
業
務
な
ど
、
様
々

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
。
一
方
、
専

門
職
は
土
木
建
築
や
保
健
師
、
保
育
士

な
ど
、
特
定
の
専
門
知
識
や
技
術
職
で

あ
る
。
技
能
労
務
職
は
、
運
転
手
や
調

理
師
と
い
っ
た
職
種
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特

定
の
領
域
に
特
化
し
た
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
フ
ル
タ
イ

ム
職
員
と
短
時
間
勤
務
の
パ
ー
ト
タ
イ

ム
職
員
が
あ
り
、
主
な
業
務
は
、
書
類

の
作
成
や
窓
口
業
務
な
ど
を
行
う
事
務

系
の
仕
事
、
要
介
護
認
定
調
査
員
や
消 城

きど
戸　司

まもる
　議員向

むかい
井　一

ひとみ
富　議員

 

自
治
体
へ
返
礼
品
の
協
力
を
し
て

は
。 

現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
事

業
者
か
ら
滝
打
た
れ
体
験
の
申
請
が
出

て
い
る
。
総
務
省
の
許
可
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
許
可
を
い
た
だ
い
た
ら

掲
載
し
た
い
。

【
助
け
合
い
で
乗
り
越
え
よ
う
】　  

　

 

愛
媛
県
が
地
震
被
害
想
定
調
査
を

見
直
し
た
。
孤
立
の
可
能
性
が
あ
る
と

該
当
し
た
の
は
、
町
内
の
ど
の
地
域
か
。

費
生
活
相
談
員
な
ど
、
専
門
的
な
知
識

を
必
要
と
す
る
業
務
が
あ
る
。

　

次
に
、
現
時
点
で
の
雇
用
形
態
別
の

任
期
と
人
数
は
、
正
職
員
は
定
年
制
で
、

現
在
の
正
職
員
数
は
２
５
０
人
。
内
訳

と
し
て
、
一
般
行
政
職
１
７
８
人
、
専

門
職
60
人
、
技
能
労
務
職
12
人
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は
原
則

１
年
で
３
回
ま
で
は
更
新
で
き
、
３
年

ご
と
に
新
た
な
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
４
月
時
点
で
は
２
１
５
人
、

そ
の
内
訳
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
62
人
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
１
５
３
人
で
あ
る
。

【
障
害
児
の
親
亡
き
後
の
支
援
】　
　
　 

 

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
養
育
を

保
護
者
が
お
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が

お
ら
れ
る
が
、
親
亡
き
後
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
問
う
。

 

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
法
人
で
相
談
支
援
を
受
け
て
い

る
。

　

障
が
い
の
程
度
が
軽
い
方
で
は
、
家

事
援
助
や
身
体
介
護
な
ど
の
訪
問
系
の

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
入
居
さ
れ
、
日
中
は
就
労
継
続
支

 　
集
落
が
該
当
し
て
い
る
。

　

孤
立
す
る
可
能
性
の
高
い
集
落
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
愛
媛
県
は
公
開
し
て

い
な
い
。

　

今
回
の
調
査
を
実
施
し
た
愛
媛
県
防

災
危
機
管
理
課
に
公
表
予
定
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
年
度
末
以
降

に
公
表
さ
れ
る
調
査
報
告
書
で
知
ら
せ

る
予
定
と
の
こ
と
。

 

何
集
落
の
う
ち
の
30
集
落
か
。

 

１
４
０
程
度
の
行
政
区
の
う
ち
の

30
行
政
区
が
該
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。

 

備
蓄
な
ど
の
現
状
を
発
信
し
、
自

助
・
共
助
の
意
識
を
高
め
て
は
。

 

自
助
と
共
助
の
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
は
非
常
に
重
要
。
こ
れ
ま
で「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」と
い
う
呼
び
か

け
を
行
っ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
、
自
分
の
命
を
守
っ
た
う
え
で
、

周
囲
の
人
を
助
け
る
。
自
助
か
ら
共
助

へ
、
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
助
け
る
人
へ

変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

援
事
業
所
な
ど
で
作
業
を
し
、
夜
間
や

休
日
な
ど
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
支
援

員
の
方
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
生
活
す

る
制
度
が
あ
る
。
重
度
の
方
で
は
、
常

時
介
護
が
必
要
な
場
合
は
施
設
入
所
に

よ
る
支
援
も
あ
る
。
ま
た
、
判
断
能
力

の
低
下
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

契
約
が
困
難
な
場
合
や
金
銭
管
理
に
不

安
が
あ
る
場
合
な
ど
は
成
年
後
見
制
度

も
あ
る
。

【
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
】   

　
　
　
　    

 

内
子
町
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
共
助
型

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
う
ち
こ

等
の
町
民
の
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
状
況
と
運

営
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
状
況
は
、
現

在
は
15
路
線
で
運
行
し
て
い
て
、
令
和

７
年
４
月
か
ら
令
和
８
年
１
月
ま
で
の

利
用
者
数
は
３
２
９
６
人
、
前
年
度
同

期
間
と
比
較
し
て
６
３
９
人
減
少
し
て

い
る
。

　

住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
に
移
行
し
た
参
川

線
及
び
田
渡
線
の
利
用
状
況
は
、
令
和

７
年
10
月
か
ら
令
和
８
年
１
月
ま
で
の

　

そ
の
た
め
、
避
難
訓
練
や
防
災
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
、
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を
進
め

る
。

　

ま
た
、
事
前
の
準
備
と
し
て
、
食
料

の
備
蓄
や
住
宅
の
耐
震
化
、
家
具
の
固

定
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
を
中
心
に
、
地
域
住
民
ど
う
し
が

互
い
に
支
え
合
う
重
要
性
に
つ
い
て
も

啓
発
し
て
い
く
。

 

避
難
ス
ペ
ー
ス
兼
倉
庫
や
個
人
の

倉
庫
を
近
隣
住
民
と
共
用
す
る
場
合
の

補
助
を
し
て
は
。

 

分
散
備
蓄
と
い
う
の
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
町
の
施
設
、
学
校
施
設
等
を

活
用
し
、
分
散
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
あ
た
り
か
ら
、
自
治

会
の
備
蓄
に
対
し
て
、
助
成
を
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

個
人
の
土
地
や
地
域
の
空
い
て
い
る

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
備
蓄
倉
庫
の
整

備
も
含
め
、
今
後
検
討
し
た
い
。

　

町
と
し
て
も
分
散
備
蓄
は
し
て
い
き

た
い
。

利
用
者
数
は
１
５
３
人
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
同
時
期
と
比
較
し
て
や
や
増
加

し
て
い
る
。

　

共
助
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
利
用
状
況

及
び
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
立
石
線
及

び
上
成
線
で
運
行
し
て
お
り
、
令
和
７
年

10
月
か
ら
令
和
８
年
１
月
ま
で
の
利
用

者
数
は
66
人
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
同

時
期
と
比
較
し
て
15
人
増
加
し
た
。

　

共
助
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
顔
見
知
り

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
送
迎
す
る
た
め
安
心

し
て
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
車
内
で

の
会
話
も
は
ず
む
な
ど
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
乗
り
放
題
の
定

期
券
を
購
入
さ
れ
た
方
も
お
り
、
今
後

も
一
定
程
度
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

200ℓ入る五右衛門風呂（お山の学校ながた）

誰もが利用しやすい交通手段の確立を

30



？

？

？？

？

？？

？

？ ？

？

？？？
？ ？

？

？

？

？

？ ？

？
？

町民のみなさんの質問
 　 　に町民のみなさんの質問
 　 　に

お答えしますお答えします
？？？

Q特 A集

16161717 令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行

 

身
近
な
議
会
に
し
て
！　
　

         

Q　

議
会
の
傍
聴
を
よ
り
多
く
の
人
に

経
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
い
ろ
ん
な

働
き
か
け
が
重
要
で
す
よ
ね
。

A　

内
子
町
議
会
で
は
、
よ
り
多
く
の

皆
様
に
傍
聴
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ

う
、
町
内
放
送
で
の
日
程
告
知
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
一
般
質
問
の
内
容
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
声
を
代

弁
し
、
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た「
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
一
般
質
問
」
を
届
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

身
近
な
議
員
へ
お
気
軽
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
傍
聴
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

み
ん
な
が
納
得
で
き
る
予
算
の
使
い
方
を
！         

Q　

１
２
３
億
円
で
す
か
。
大
金
で
す

ね
。（
※
令
和
７
年
６
月
補
正
予
算
）

　

す
べ
て
の
町
民
の
暮
ら
し
が
良
く
な

る
こ
と
に
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

A　
物
価
高
対
策
、人
口
減
少
、少
子
化
、

高
齢
化
、
山
間
部
を
中
心
と
し
た
耕
作

放
棄
地
対
策
、
空
き
家
対
策
、
社
会
保

障
の
充
実
等
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
、

安
全
、
安
心
等
に
こ
た
え
て
い
く
と
結

果
的
に
こ
の
よ
う
な
予
算
と
な
り
ま
し

た
が
、
議
会
で
も
十
分
な
審
議
を
経
て
、

こ
の
よ
う
な
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
声
に
十
分
答
え
な
が
ら
適
正

に
大
切
な
税
金
が
運
用
さ
れ
る
よ
う
今

後
と
も
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

読
者
目
線
の
議
会
だ
よ
り
を
！         

Q　
各
質
問
の
問
い
の
色（
○
に
白
文
字

抜
き
）と
答
え（
□
に
白
文
字
抜
き
）が
同

色
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
変
え
て
も

い
い
の
で
は
？

　
ま
た
、
誰
が
答
弁
し
た
の
か
は
、
ご
紹

介
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
担
当
課
長

さ
ん
な
の
か
、
町
長
さ
ん
な
の
か
…
。

A　

現
在
、「
問
」
の
色
に
つ
い
て
は
各

号
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
に
合
わ
せ
て
白

抜
き
文
字
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（
５
月
号
＝
緑
、
８
月
号
＝
青
、
11
月
号

＝
オ
レ
ン
ジ
、
２
月
号
＝
ピ
ン
ク
）

　

ま
た
、「
答
」
は
基
本
的
に
青
色
と
し

て
い
ま
す
が
、
２
月
号
は「
問
」
が
ピ
ン

ク
の
た
め
、
水
色
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
色
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
誌
面

の
統
一
感
を
考
え
て
現
在
の
形
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
見
え
に
く
い
と
の
ご
意
見
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
ご
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
ゆ
う
て
や
！         

Q　

あ
る
議
員
の
一
般
質
問
で
Ｂ
／
Ｃ

や
Ｃ
Ｅ
Ａ
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
な
ど
、
あ
ま
り
な

じ
み
の
な
い
言
葉
が
羅
列
さ
れ
て
お
り
、

解
読
が
難
し
か
っ
た
。
一
般
町
民
に
も

わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
説
明
が
欲
し

か
っ
た
。

A　

議
会
だ
よ
り
の
難
し
い
言
葉
等
表

現
に
つ
い
て
、
欄
外
等
に
説
明
書
き
等

表
記
し
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
く
理
解

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

な
ぜ
無
所
属
が
多
い
の
？ 　

      

Q　

新
人
議
員
紹
介
、
無
所
属
の
方
が

多
い
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
自
民
党
な
の

で
は
。
分
か
り
や
す
い
議
会
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
の
回
答
者
に
つ
い

て
は
、「
一
般
質
問
通
告
書
」
に
お
い
て

質
問
の
相
手
を「
町
長
、
行
政
委
員
会

の
長
又
は
監
査
委
員
」
と
定
め
て
い
る
た

め
、
誌
面
で
は
個
別
の
記
載
を
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
実
際
の
答
弁
で
は
担
当
課

長
等
が
説
明
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

回
答
者
の
記
載
に
つ
い
て
も
、
分
か

り
や
す
さ
の
面
か
ら
ご
意
見
を
参
考
に

し
、
今
後
の
編
集
作
業
の
中
で
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

次
は
ど
う
な
る
の
？　
　
　
　

  
 

町
長
・
町
議
同
日
選
挙　
　
　

  

Q　

同
日
選
挙
の
是
非
に
関
し
て
は
、

経
費
削
減
額
に
つ
い
て
の
議
員
認
識
に

も
違
い
が
あ
る
。
町
民
に
は
、メ
リ
ッ
ト・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
分
か
り
づ
ら
い
。

　
他
の
自
治
体
で
の
実
施
例
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
も
踏
ま
え
、
調
整
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

整
理
し
て
今
後
も
議
論
し
て
ほ
し
い
。

A　

議
員
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で

政
党
の
理
念
・
政
策
に
賛
同
し
、
党
費

を
払
っ
て
党
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
で
掌
握
し
て
い
る
の
は
、
選
挙

立
候
補
時
に
党
の
公
認
を
得
て
い
る
か

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
表
記
に
し
て
い

ま
す
。

　

い
つ
も「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

A　

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
解
散
の

請
求
に
関
す
る
世
論
の
動
向
に
か
ん
が

み
、
議
員
は
自
主
的
に
議
会
解
散
の
議

決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
解
散
の
議
決
に
つ
い
て
は
、

議
員
数
の
四
分
の
三
以
上
の
者
が
出
席

し
、
そ
の
五
分
の
四
以
上
の
者
の
同
意

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
費
の
節
約
、
事
務
手
続
の
簡
素
化

だ
け
で
な
く
、
現
職
議
員
に
は
そ
れ
ぞ

れ
考
え
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
早
い
時

点
で
議
論
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　議会だよりに関するご質問等は、毎回「VOICE」のコーナー
でご紹介・ご回答していますが、紙面の都合上、ご紹介できな
いご質問もあります。
　今回は、これまでお答えできなかったご質問にお答えします。

60
代
女
性

50
代
女
性

40
代
女
性

60
代
男
性

60
代
男
性

60
代
男
性

誰が答弁したの？

誰にでもわかりやすい議会だより
を目指します

党の公認を得ている場合に
政党名を表記します

編集作業のようす

次の選挙はどうなる？　早い段階で議論していきます

各号にイメージカラーが
あります

興味を持ってもらえる議会に
ぜひ傍聴してみてください

予算の使い方については、議員全員で
しっかり確認しています



18日	 内子町消防出初式
17日	 愛媛県町村議会議長会第77回定期総会（松山市）〈議長〉　
18日	 産業建設厚生常任委員会視察研修
20日	 全員協議会
24日	 議会運営委員会
　　　　　　　　　
３日〜18日	 内子町議会３月定例会
３日	 議会広報常任委員会
６日	 総務文教常任委員会
	 産業建設厚生常任委員会
７日	 肱川治水碑除幕式等式典（大洲市）
９日〜11日	 予算決算常任委員会
11日	 全員協議会
17日	 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合
24日   	 大洲・喜多衛生事務組合議会
	 大洲喜多特別養護老人ホーム事務組合議会
	 大洲地区広域消防組合議会
27日 	 議会広報常任委員会
　
３日   	 愛媛県町村議会議長会第１回全員協議会（松山）〈議長〉
13日	 議会広報常任委員会
17日	 全員協議会
23日   	 総務文教常任委員会

内子町内子　大
おおにし

西　優
ゆうたろう

太朗
　「議会」と聞くと、どこか遠い世界の難しい場所のように感じていました。しかし、
内子で家業を継いだ身として、一度はその「現場」を自分の目で見なければならない。
そう思い、仕事着のフリースとジーンズ姿で少し緊張しながら、初めて議場の傍聴席
に足を運びました。隣の方も普段着だったので、少しホッとしたのを覚えています。
　内子分庁舎 4 階、初めて入る議場は独特の緊張感に包まれていました。そこで行わ
れていたのは、子どもたちの教育、私たちが毎日歩く町並みの維持管理、森林や空き地、空き家対策、
そして文化資源の観光資源の活用など、まさに「私たちの暮らしの根幹」についての対話でした。
　特に印象に残ったのは、空き家についての議論です。内子の美しい町並みを守り、持続させていくこ
とは、私たちが営む宿にとっても、この町で暮らす全ての人にとっても極めて重要なテーマです。ニュー
スの結果だけを見れば一行で終わる内容かもしれません。しかし現場では、議員の方々が町民の切実な
声を代弁し、町長をはじめとする執行部がそれに対して真摯に、言葉を尽くして答弁していました。
　その光景を見て気づいたのは、議会とは単に決まり事を確認する場ではなく、この町の 100 年後の未
来をどう守るかという「戦略」を練り、その記録を広く伝える最も真正な場であるということです。
　正直、私は行政の仕組みや専門用語を理解できているわけではありません。それでも、議場という「生」
の空間で、誰がどのような想いで町の舵取りをしようとしているのか、その「声のトーン」や「熱量」
に触れることで、自分もこの町をつくる当事者なのだという実感がより深いものになりました。
　内子には先人が守り抜いてきた素晴らしい歴史と資源があります。それを次世代にどう繋ぐか、その
ヒントは間違いなくあの議場にありました。
　議会傍聴は、決して堅苦しいものではありません。自分の住む町の「未来の設計図」を、誰よりも早く、
正確に確認しに行くようなものです。文字情報だけでは伝わらない、町が動き出す鼓動をぜひ現場で感
じてみてください。
　帰り際、「次回は質問するからまた来てね」と声をかけてくださる議員さんもいました。この町という
大きな家を守る一員として、これからも謙虚に学び、6 月の一般質問もまた傍聴に行こうと思います。

傍聴席から

議会の
主な活動

　
約
30
年
前
、
地
域
の
写
真
愛
好
家
が
集

ま
り
、「
村む

ら
さ
き
し
ゃ
ゆ
う
か
い

前
写
友
会
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
は
３
名
の
会
員
が
活
動
を
続
け
て
お

り
、
地
域
の
様
々
な
行
事
や
催
し
に
足
を

運
び
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
写

真
に
残
し
て
い
ま
す
。　

　　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
い
つ
も
写

友
会
の
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
行

事
の
一
場
面
や
人
々
の
笑
顔
、
そ
の
と

き
そ
の
場
に
し
か
な
い
空
気
ま
で
大
切

に
写
し
取
り
、
地
域
の
記
録
と
し
て
積

み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
種
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
積
極
的

に
応
募
し
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
山や

ま
も
と本
州し

ゅ
う
い
ち
一
さ
ん
は
、
全
日
本

写
真
連
盟
内
子
支
部
の
会
長
も
務
め
ら

れ
、
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
外
出
時
や
仕
事
中
に
も
常

に
カ
メ
ラ
を

持
ち
歩
き
、

「
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
は
、

ど
こ
に
で
も

あ
る
。」
と
い

う
思
い
で
、

そ
の
一
瞬
を

大
切
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
、
カ
メ
ラ
を
手
に
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
写
真
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
現
地
へ

出
向
き
、
一
人
ひ
と
り
の
表
情
や
雰
囲

気
を
大
切
に
し
な
が
ら
撮
影
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

敬
老
会
の
記
念
写
真
も
、
写
友
会
発

足
当
初
か
ら
担
当
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
長
く
か
か
わ
っ
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
そ
の
人
ら
し
い
自
然
な
笑
顔

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

今
は
、
誰
も
が
携
帯
電
話
で
気
軽
に

写
真
を
撮
り
、
そ
の
場
で
画
像
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。
し
か
し
、

カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
被
写

体
と
向
き
合
う
か
ら
こ
そ
表
現
で
き
る

空
気
感
や
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、
３
人
は
今
も

カ
メ
ラ
を
片
手
に
地
域
へ
出
か
け
て
い

ま
す
。
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
な
が

ら
、
何
気
な
い
日
常
の
中
に
あ
る
大
切

な
瞬
間
や
美
し
い
風
景
、
そ
し
て
時
代

の
流
れ
を
こ
れ
ら
か
ら
も
丁
寧
に
写
し

続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
山
本
さ
ん
は「
写
真
は
人

生
を
写
す
鏡
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
に
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
の
写
真
を

届
け
て
い
き
た
い
。
農
業
の
合
間
を
見

つ
け
て
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
か
け
、

相
棒
の
カ
メ
ラ
と
共
に
駆
け
回
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

に
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

（
向
井  

一
富 

委
員
）

～
日
々
の
生
活
の
中
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
チ
ャ
ン
ス
あ
り
～

「
村む

ら
さ
き
し
ゃ
ゆ
う
か
い

前
写
友
会
」の
取
り
組
み

躍動感あふれる運動会の一枚

村前三島神社でのお神楽

村
むらさきこうどざくら

前香渡桜が見渡せる風景

カメラシャツを着て自撮り

18181919 令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行令和８年５月発行



【議会広報常任委員会】
委 員 長／下野　安彦
副委員長／西口　邦彦
委　　員／向井　一富
委　　員／城戸　　司
委　　員／松田　　修
委　　員／酒井　勝也

次の定例会は６月３日（水）開会予定です。

内子町内子　成
なるおか

岡　達
たつろう


郎さん（31歳）
　令和８年３月に暉

きひろ

紘が１歳の誕生日を迎え、家族４世代で初めて
の記念写真を撮ることができました。私は現在、家業の三代目とし
て社長（父）や諸先輩方の背中を追い、日々成長していく息子を見守
りながら、私自身も周りに感謝の気持ちを忘れず、謙虚な姿勢で、
これからも邁進して参ります。　　　　　　　　　　　
　
　私が内子に帰郷した二十数年前、近所のそろばん塾に通っていた
達
たつろう

郎さん。塾帰りに声をかけてくれた少年が、今ではご家庭を持ち、
お子さんも１歳を迎えられました。お父様の哲

さとし

さん、祖父の真
まこと

さん
とのご縁もあり、今回４世代での撮影をお願いしたところ、快くご
協力いただきました。還暦を迎える哲さんご家族の記念にとのお言
葉もいただき、心より感謝申し上げます。温かなご縁に支えられた
一枚となりました。今後のご活躍をお祈りしております。　

（酒井　勝也委員）

　表紙の写真がとても素敵ないい
写真だった。写真だけでも子ども
を使っていてめくってみる気になっ
た。　　　　　　　　（40代女性）

　お褒めのお言葉、ありがとうございます。
委員会でも一番にネックになるのが表紙写
真です。毎号、担当者を決めて笑顔の子ど
もさんも掲載できるようこれからも頑張り
ます。

   わかりやすく伝えられるよう編集してお
りますが、紙面に限りがあるため、QR コー
ドを取り入れました。
　QR コードを発明し、みんなのためにと
特許を取らなかった日本人は素晴らしいで
すね。
　これからも便利なものは活用し、良いも
のにしていきます。

　紙面に乗り切らない情報も、Ｑ
Ｒコードを通じて配信されてお
り、わかりやすい議会だよりに
なっていました。　　（70代男性）

【議会だより】モニター様より貴重なご意見が届いています。
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　立夏。暦の上では夏。今年の夏はどうでしょうか。皆さん体調管
理には十分気を付けて今年の夏を乗り越えてください。
　昨年の町議選から１年。私たちは新たな体制で内子町政に取り組
んでいます。これからも私たちの仕事に注視していただきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（松田　　修）


